
（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

【警察本部】 

 

新  

１ 重要犯罪等捜査支援 

  システムの整備 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

      39,772
 

    一財  39,772 

 

 

  要求どおり 

 

 

 重要犯罪等の検挙率向上により、県内治安の安定を図るた

め、重要犯罪等捜査支援システムを整備し、効果的、効率的な

捜査活動を推進する 

  

 重要犯罪等捜査支援システムの整備（２か月分リース料）  

                   ３,９７７万２千円  

       

  ○平成２５年度以降の年間コスト  

   ２億２,０４７万５千円（７年リース） 

 

【設置効果】 

 ・重要犯罪、重要窃盗犯等の検挙率向上 

 ・逃走方向の予測による犯人の早期検挙 

  

警察本部 

－ １ － 

【審査の考え方】 

 

 検挙率の向上を図るため、要求額を措置した。 



（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

 

 

 

２ 東部機動センター（仮称） 

  庁舎建設費 

 （２か年継続事業・第１年次） 

 

 

 

 

  

    55,163
 

   県債    45,000 

  一財  10,163 

 

 

 

 

 

      378,584
 

   国庫  63,717 

   県債   309,000 

  一財   5,867 

 

 

要求どおり
 

 

 

 

 

 

 耐震性の不足及び老朽化・狭あい化の解消を図るため、東部

合同庁舎と交通機動隊東部方面隊庁舎を統合し、東部機動セン

ターを建設する 

 

建設費総額           １２億６,８４７万８千円 

○建 設 年 度 平成２４年度～平成２５年度（継続費） 

○各年度内訳 平成２４年度   ３億７,８５８万４千円 

       平成２５年度   ８億８,９８９万４千円 

    

 【建設概要】 

 ・所 在 地   越谷市越ヶ谷４丁目２番８２号 

         （旧中川下水道事務所跡地）  

 ・敷地面積   ５，７５２㎡   

 ・庁  舎   鉄筋コンクリート造 ２階建 

         延べ床面積約２,１００㎡ 

  ・計画人員   １２６人 

 

 【統合施設の現況】 

 ・東部合同庁舎（越谷市大字下間久里） 

   昭和４３年３月築、４４年経過 

 ・交通機動隊東部方面隊庁舎（春日部市大字小渕） 

   昭和４６年３月築、４１年経過 

 

 警察本部  

－ ２ － 

 摘  要 

【審査の考え方】 

 

 ２か所に分かれた現施設の耐震性の不足及び老朽化・狭あい化を

解消するため、要求額を措置した。 



（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

 

 

 

３ 非常勤職員増員経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        43,408
 

 諸収     4,681 

一財     38,727 

 

 

 

 

 

 

        60,422
 

諸収     6,619 

一財     53,803 

 

 

 

 

要求どおり
 

   

 

 

 

 

 

  警察非常勤職員の増員により、警察官及び警察職員の過重な

負担を補完軽減し、県民の安全・安心な生活を確保する 

  

 非常勤職員の増員 計１８人 

 

 ・ 交番相談員                  ５，００２万円 

     １５人（現員３７６人） 

 ・ 留置管理業務専門員         ６９７万２千円 

     ２人（現員 ２９人） 

 ・ スクール・サポーター            ３４３万円 

         １人（現員  ２７人） 

 

【参考】過去の増減状況 

  H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

警察官 330 174  0  63  91  79  23 

非常勤職員(増員分)  66  70  53  40  12  13  18 

 留置管理業務専門員   5   3   3   3   4   0   2 

交番相談員  42  42  50  33  16  10  15 

スクール・サポーター   0   0   0   0 △8   3   1 

その他  19  25   0  4   0   0   0 

非常勤職員(減員分)   0 △14   0 △2 △5 △4 △3 

                          

警察本部 

－ ３ － 

【審査の考え方】 

 

 県民の安心・安全を確保するため、交番相談員の複数配置による

交番の不在時間帯の縮小などについて、要求額を措置した。 



（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

 

 

 

４ 警察官の増員に伴う経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       182,093 
   一財  182,093 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        52,003
 

    一財 52,003 

 

 

 

 

 

 

要求どおり 
     

 

 

  政令定数が２３人増員されることに伴う給与、被服、健康診

断及び試験関係経費等 

                     ５，２００万３千円 

 

 警察官定数  １１，３１０人 （ ○23  １１，２８７人） 

   

 

【参考】 

 ・過去の警察官増員状況 

                       単位（人） 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

305 330 330 174 0 63 91 79 

  

 

 ・警察官の人口負担（増員後見込み） 

  

順 位 都 道 府 県 警察官一人当たり（人） 

１ 埼玉県 ６３６人 

２ 滋賀県 ６２９人 

３ 茨城県 ６２７人 

17 神奈川県 ５８３人 

27 愛知県 ５５１人 

29 千葉県 ５４４人 

40 兵庫県 ４７１人 

41 福岡県 ４６６人 

47 東京都（警視庁） ３０５人 

全 国 平 均 ４９８人 

  （H23.4.1 推計人口／H24.4.1 条例定数見込み） 

 

  

警察本部 

 － ４ －  

【審査の考え方】 

 

 サイバー犯罪の取締強化及び検視体制の強化を図り、県民の安

心・安全を確保するため、要求額を措置した。 


